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会
計
検
査
院
の
業
務
遂
行
と
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
整
合
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
国
憲
法
第
九
十
条
で
は
、
「
国
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、
す
べ
て
毎
年
会
計
検
査
院
が
こ
れ
を
検
査
し
、
内
閣
は
、
次

の
年
度
に
、
そ
の
検
査
報
告
と
と
も
に
、
こ
れ
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
る
。

他
方
、
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
「
本
法
」
と
い
う
。
）
の
第
七
章
に
は
罰
則
規
定
が
あ
り
、
例
え
ば
、
本
法
第

二
十
三
条
で
は
、
「
特
定
秘
密
の
取
扱
い
の
業
務
に
従
事
す
る
者
が
そ
の
業
務
に
よ
り
知
得
し
た
特
定
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き

は
、
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
し
、
又
は
情
状
に
よ
り
十
年
以
下
の
懲
役
及
び
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
る
が
、
会
計
検
査
院
の
業
務
の
遂
行
上
、
日
本
国
憲
法
と
本
法
と
の
整
合
性
に
問
題
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

会
計
検
査
院
が
、
日
本
国
憲
法
第
九
十
条
の
要
請
す
る
検
査
を
行
う
場
合
、
本
法
の
規
定
に
よ
っ
て
提
供
を
受
け
た
特
定

秘
密
を
日
本
国
憲
法
の
要
請
す
る
検
査
報
告
書
に
記
載
し
た
場
合
、
本
法
第
七
章
で
規
定
す
る
罰
則
の
対
象
と
な
る
の
か
。

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


